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2024 年度

事業シート
事業名 スポーツ協会等補助金 事業開始年度 2005

上位施策事業名 担当局・部名 健康推進部

根拠法令等
入間市姉妹都市スポーツ交流事業補助金交付要綱・入間市
青少年スポーツ事業補助金交付要綱

担当課･担当名 スポーツ推進課

事務区分 ☑自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 中林　健

対象者数（全住民に対する割合）

5,441 人 3.8 ％

☑直接実施

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

☑補助金〔直接・間接〕（補助先：スポーツ協会加盟団体　実施主体：スポーツ協会加盟団体 ）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容

2024 年度（予算） 2023 年度(決算) 2022 年度(決算) 2021 年度(決算)

事業費合計 440 千円 440 千円 210 千円 175 千円

担当正職員 0.04 人 316 千円 0.04 人 316 千円 0.02 人 158 千円 0.017 人 134 千円

臨時職員等 人 千円 人 千円 人 千円 人 千円

人件費合計 人 316 千円 人 316 千円 人 158 千円 人 134 千円

総事業費 756 千円 756 千円 368 千円 309 千円

実施の背景

・青少年の健全育成及びスポーツ技術向上のため、市が補助金を交付し、各団体が開催する成果の
場を提供するため。
・姉妹都市である佐渡市とスポーツを通じた交流事業を実施し、両市の交流・親睦の機会を提供す
るため。

目　的
（何のために）

・青少年を対象としたスポーツ大会開催事業に補助金を交付することにより、青少年の健全育成及
びスポーツ技術の向上を図るため。
・市内のスポーツ団体が姉妹都市佐渡市において行うスポーツ交流事業に対し、その事業の運営に
要する経費を補助することにより、両市の交流及び親睦並びにスポーツの振興を図るため。

対　象
（誰・何を対象に）

・スポーツ協会加盟団体

実施方法

関連事業
（同一目的事業等）

事
業
費

事業費内訳
（2023年度分）

・青少年スポーツ事業補助金　210千円
　第５０回入間市少年剣道大会（入間市剣道連盟）　35,000円
　第２２回入間市少年少女柔道大会（入間市柔道連盟）　35,000円
　第２７回入間市ジュニア新体操演技会（入間市ジュニア新体操連盟）　35,000円
　第５８回入間市少年野球夏季大会（入間市少年野球連盟）　35,000円
　第２４回入間茶の花カップ（入間市ミニバスケットボール連盟）　35,000円
　第４４回入間市少年少女サッカー選手権大会（入間市サッカー協会）　35,000円
・姉妹都市スポーツ交流事業補助金　230千円
　両津駅伝競走大会参加における交通費（入間市陸上競技協会）　230,000円（決算額282,040円）※高速代除く

人
件
費

事
業
概
要

事業内容
（手段、手法など）

・青少年スポーツ事業補助金
　青少年のスポーツの機会を充実及び技術を向上させるため、青少年を対象とし、青少年の健全育
成を目的とした、スポーツ団体が開催するスポーツ大会または競技会に対し、１団体年額36,000円
上限に大会運営費の補助をするもの。
・姉妹都市スポーツ交流事業補助金
　入間市の姉妹都市である佐渡市の住民と佐渡市を会場として、スポーツを通じて交流をするため
の事業に係る交通費のうち270,000円を上限に予算の範囲内で、補助金を交付するもの。

コ
ス
ト



2024 年度

事業シート
事業名 スポーツ協会等補助金 事業開始年度 2005

千円 千円 千円 千円

国県支出金の内容

地方債 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

その他特財の内容

一般財源 756 千円 756 千円 368 千円 309 千円

財源合計 千円 千円 千円 千円

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 2023 年度 2022 年度 2021 年度

年度別団体への補助金交付件数 団体 7/7 6/7 5/7

年度別参加者数 人 1,119/1,200 1,004/1,200 817/1,200

/ / /

単位当たりコスト 総事業費 ／ 年度別参加者数 円 676 367 378

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 2023 年度 2022 年度 2021 年度

年度別参加者数 人 1,119/1,200 1,004/1,200 817/1,200

/ / /

/ / /

自己評価 廃止・凍結 国・県・広域 ☑ 要改善 現行通り・拡充

評価の内容

令和５年度は、新型コロナウイルス感染症が５類へ移行されたことに伴い、大会や事業が再開し、7団体に対し
て補助金を交付できた。また、これまで中断していた姉妹都市交流事業についても、令和５年度は陸上競技協
会が実施し、スポーツを通じた交流が図られた。（佐渡からも姉妹都市交流事業として、入間市駅伝競走大会
に参加して交流が図られた。）

2023年度
姉妹都市交流事業は入間⇒佐渡、佐渡⇒入間の交流事業を同一年度に実施するのは両市のとっての負担が大き
くなってきている。隔年で入間⇒佐渡、佐渡⇒入間の交流に変更するなど見直しの検討が必要となっている。

2024年度
青少年のスポーツ活動の場の提供となっているが、スポーツ協会本体へ補助金を交付し、その後スポーツ協会
から各加盟団体へ補助金を交付していることから実質2回目の補助金交付となっている。

今後の予定

・姉妹都市交流事業補助金については、毎年入間⇒佐渡、佐渡⇒入間と年２回交流をしているため、交流自体
を年１回にし、1年毎交互に交流を実施するといったことを佐渡市と調整を行う。
・青少年スポーツ事業補助金については、補助金のニーズを調査し、補助金のあり方について、検討を行う。

国県支出金

その他特財

事
業
実
績

活動実績

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

・青少年へのスポーツ技術向上の成果を披露する場の充実
・スポーツを通じた、姉妹都市との交流・親睦の推進

成果
（目標達成状況）

課題

比較参考値
（他自治体での類似
事業の例など）

所沢市：市民向けの大会を実施したスポーツ協会加盟団体に対して、年額10,000円の奨励金を交付している。
姉妹都市交流事業については、類似事業なし。

特記事項

財源

内訳


